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雲

経

疏
」
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研

究

滋

野

井

悟

一

こ
こ
に

「大
雲
経
疏
」
と
表
現
し
た
が
、

こ
の
呼
称
は
、
こ
の

も
の
に
対
す
る
正
式
名
称
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
物
は

敦
燵

の
石
窟
か
ら
出
た
と
こ
ろ
の
古
籍
、

ス
タ
イ
ン
本

の
S
六
五
〇

二
号

で
、
首
尾
を
欠
き
、
同
類
の
も
の
は
現
存
蔵
経
の
何
れ
の
版
に
も

収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
正
式
名
称
が
知
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た

(1
)

だ
、
中
国

の
学
者
が
こ
の
名

で
呼
ん
で
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
、
そ
れ

に
従
つ
て

「
大
雲
経
疏
」
の
名
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

も
つ
と
も
、

こ
れ
と
同
類
の
も
の
が
他
に

一
点
敦
煙
か
ら
出
て
お
り

(S
二
六
五
八
号
)
、
已
に
矢
吹
博
士
に
よ
つ
て

「
武
后
登
極
識
疏
」
な

(
2
)

る
名

の
も
と
に
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
S
二
六
五
八
号

と
て
も
首

尾
欠
で
、
「武
后
登
極
識
疏
」
と
い
う
の
も
、
矢
吹
博
士

が

仮
に
つ
け
ら
れ
た
名
で
あ
る
。

本
点
を
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
六
朝
時
代
に
北
涼
の
曇
無
識
が
訳
出
し

た

「
大
方
等
無
想
経
」
つ
ま
り
、

一
般
に

「大
雲
経
」
と
呼
ば
れ
る
と

こ
ろ
の
経
典
の
、
大
正
蔵
経
本
で
言
え
ぱ
巻
四

・
巻
六
の
両
巻

の
中
か

ら
抄
出
し
た
文
に
つ
い
て
説
明
を
施
こ
し
た
も

の
で
あ

つ
て
、
こ
う
し

た
面
か
ら
見
て
、
「大
雲
経
疏
」
と
い
う
名
称
も
不
適
当
な
も

の
で
は

な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
説
明
は
、
女
主

君
臨

の
説
を
も

つ

て
、
唐
朝
第
三
代
の
天
子
高
宗
皇
帝
の
皇
后
い
わ
ゆ
る
則
天
武
后
が
皇

帝
の
地
位
に
即
く
こ
と
を
弁
護
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、

こ
う
し
た
点
か

ら
言
う
な
ら
ば
、
矢
吹
博
士
の
命
名
も
、
あ
な
が
ち
不
当
な
も
の
で
は

な
い
。
と
こ
ろ
で
、
ス
タ
イ
ン
本
中
に
二
点
存
在
す
る
と
は
言
う
も
の

の
、
そ
の
う
ち
S
六
五
〇
二
号
の
方
が
、
他
の

一
本
よ
り
も
内
容
的
に

優
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
論
を
進
め
る
次
第

で
あ
る
。

S
六
五
〇
二
号
は
、
前
述
の
如
く
首
尾
を
欠
い
て
い
る
が
、
現
在
、

一
四
紙
、
三
七
五
行
が
存
し
て
い
る
。

一
行
は
お

ゝ
む
ね

一
七
字
詰
め

で
あ
り
、
中
に
は
有
名
な
則
天
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

当
写
本
は
、
便
宜
上
、
お
よ
そ
三
部
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
第

一
部
は
S
二
六
五
八
号
に
先
立
つ
部
分
で
、
第
二
部
は
S
二
六
五
八
号

と
重
複
す
る
部
分
、
第
三
部
は
S
二
六
五
八
号
に
続
く
部
分
で
あ
る
。

第

一
部
は
首
部
欠
損
の
為
意
味
の
取
り
難
い
部
分
も
有
る
が
、
お
よ

そ
、

こ
の
疏
に
引
か
れ
た

「
大
雲
経
」
は
三
七
健
度
よ
り
成
る
こ
と
、

敦

燵
本

「
大
雲
経
疏
」

の
研
究

(
滋
野
井
)
 

三
二
九
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三
三
〇

及
び
、
何
故
大
雲
と
名
づ
け
る
か
、
と
い
う
経
名
の
由
来
を
述
べ
、
次

い
で
、
「
大
雲
経
」
四

・
六
か
ら
浄
光
天
女
に
関
す
る
部
分
を
適
当
に

拾
い
上
げ

て
、
浄
光
天
女
の
過
去
及
び
未
来
の
こ
と
を
説
き
明
か
す
と

い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
て
、
第
二

・
第
三
部

へ
と
続
く
。
第
二

・
第
三

部
は
、

い
ず
れ
も
、
第

一
部
に
記
さ
れ
た
経
文
等
に

つ
い
て
い
ろ
く

と
注
解
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
、
浄
光
天
女
は
仏
滅
後

一
七
〇

〇
年

の
時

に
於
い
て
女
身
を
も
つ
て
中
国
に
君
臨
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
つ
て
お
り
、
則
天
武
后
こ
そ
浄
光
天
女
の
後
身
で
あ
る
、

と
、
武
后

が
中
華
の
天
子
の
地
位
に
即
く
こ
と
が
、
仏
陀
の
懸
記
に
か
な
つ
た
こ

と
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
は
道
教
の
教
え

の
中
に
も
予
言
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
古
く
、
周
の
文
王
の
予
見
す
る

所
で
あ
つ
た
、
と
迄
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
ど
も
の

若
干
を
述

べ
る
に
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

「大
雲

経
」
に
浄
光
天
女
が
未
来
世

に
お
い
て
、
女
身
を
も

つ
て

国
土
に
王
と
な
る
、
と
い
う
意
味
の
文
章
が
有
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て

(
5
)

(
4
)

「
証
明
因
縁
識
疏
」
の

「弥
勒
世
尊
出
世
時
、
療
除
諸
稼
悪
云
々
」
と

有
る
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

按
弥
勒
者

神
皇
応
也
、弥
勒
者
梵
語
也
、
此
翻
云
慈
氏
、
按
維
摩
経
云
、

慈
悲
心
為
女

神
皇
当
応
其
義
合
矣

す
な
わ
ち
、
弥
勒
と
は
神
皇

(則
天
武
后
)
を
意
味
す
る
も

の
で
あ

る
。
何
と
な
れ
ば
、
弥
勒
と
は
中
国

で
は
慈
氏
と
言
う
が
、
「
維
摩
経
」

に
依
れ
ば
、
慈
悲
心
は
女
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
女

性

で
あ
る
と
こ
ろ
の
武
后
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
附
会
を
加
え

る
の
で
あ
る
。
当
時
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
弥
勒
信
仰
を
巧
み
に
利
用

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
に
於
い
て
已
に
学
僧
の
間

で
は
偽
経

と
目
さ
れ
て
い
た

「
普
賢
菩
薩
説
証
明
経
」
を
持
ち
出
す
あ
た
り
、
甚

だ
も
つ
て
厚
顔

の
沙
汰
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ま
た
、
紫
微
夫
人
の

「
玉
□
天
成
緯
」
に

太
上
還
玉
京
界
乱
妖
魔
行
地
上
成
血
泥
、
衆
生
無
願
生
、
会
得
承
唐
年
、
中

国
息
刀
兵
、
李
子
五
六
後
、
止
曳
昇
太
平

と
あ
る
の
を
持
ち
出
し
て
、
こ
れ
は

時
に
名
君
無
く
、
階
代
末
期
に
、
上
は
人
々
を
虐
げ
、
戦
争
が
多
く
、
人
々

は
苦
し
み
、
生
を
願
う
者
は
無
か
つ
た
。
し
か
る
に
、
唐
に
な
つ
て
中
国
国

内
が
平
和
に
な
り
、
国
初
以
来
今
や
七
〇
年

(五
六
の
次
に
は
七
が
く
る
。

そ
れ
を
国
初
以
来
七
〇
年
の
七
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
)
、武
后

(武

と
い
う
字
を
分
解
す
る
と
、
止
と
爽
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
止
黄
を
も
つ
て

武
氏
-
武
后
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
)
の
盛
運
太
平
な
る
に
遭

遇
し
た
こ
と
を
予
言
せ
る
も
の
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
岳
の
道
士
の
得
た
仙
人
の
石
記
に

止
犬
天
昇
中
鎮
和
気
得
受
万
億
年

と
あ
る
の
に
対
し
て
い
ち
お
う
の
解
説
を
施
し
た
後
、

謹
按
泰
卦
、
坤
上
而
乾
下
、
則
是
天
地
交
而
万
物

通
、
上
下
交
而
共
志
同

也
、
内
陽
而
外
陰
、
内
健
而
外
順
、
内
君
子
而
外
小
人
、
君
子
道
長
、
小
人
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道
消
、
象
日
天
地
交
泰
、
后
以
財
成
、
而
地
之
道
輔
相
天
地
之
宜
、
則
明

神
皇
処
坤
位
而
君
臨
於
上
、
皇
帝
居
乾
位
為
子
於
下
也
、
即
明
文
王
預
知

聖
運
、
故
演
此
卦
、
欲
明
今
日
天
下
交
泰
之
応
也

と
称
し
、
武
后
が
坤
位
に
在
つ
て
上
に
君
臨
し
、
皇
帝
が
乾
位
に
在
つ

て
子
と
し
て
下
に
居
る
、
と
い
う
現
状

は
、
周

の
文
王
が
、
前

も

つ

て
、
こ
う
な
る
こ
と
を
知
つ
て
い
て
、
こ
の
卦
を
演
出
し
た
の
で
あ
つ

て
、
今
日
の
状
況
は
文
王
の
予
見
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
こ
じ

つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
く
、

永
隆
二
年
 (六
八
三
)
 二

一月
に
高
宗
が
崩
ず
る
や
、
高

宗
と
武
后

と
の
間
に
生
ま
れ
た
李
顕
が
即
位
し
た
。
こ
の
人
が
中
宗
で

あ
る
。
し
か
し
、
実
権
は
母
の
武
太
后
が
握
つ
て
お
り
、
中
宗
は
即
位

後
数
十
日
に
し
て
、
ち
よ
つ
と
し
た
失
言
を
理
由
に
武
后
に
よ
つ
て
廃

位
さ
れ
、
代
つ
て
、
中
宗

の
弟
の
李
具
が
二
四
歳
で
皇
帝
と
な
つ
た
。

こ
の
天
子
が
容
宗
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
権
は
や
は
り
母
の
武
后
が
握

つ
て
い
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
武
后
の

一
族
が
重
く
用
い
ら
れ
る

の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
、
武
后
の
非
を
責
め
る
声
が
強
く
な
る
の
も

自
然
の
勢

で
あ
つ
た
。
反
武
后
派
の

一
人
に
李
敬
業
が
い
て
、
六
八
四

年
八
月
に
楊
州
で
兵
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
有
名
な

二

杯
之
土
未
乾
、

(
5
)

六
尺
之
孤
安
在
」
の
言
葉
は
、
こ
の
時
に
酪
賓
王
が
認
め
た
激
文
の

一

節
で
あ
る
。
こ
の
反
乱
は

一
ヵ
月
く
ら
い
で
鎮
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
反

乱
に
際
し
て
内
史
装
炎
が
、

皇
帝
年
長
、
未
偉
親
政
、
乃
致
猜
竪
有
詞
、
若
太
后
返
政
、
則
此
賊
不
討
而

降
矣

(6
)

と
直
言
し
て
武
后
の
激
怒
を
買
つ
て
い
る
と
い
う
例
が
有
る
。
成
人
し

た
皇
帝
が
在
り
乍
ら
、
母
の
皇
太
后
が
政
を
執

つ

て
い
る
と
い
う
の

は
、
た
し
か
に
異
状

で
あ
る
。
武
后
及
び
そ
の

一
派
と
し
て
は
、
何
と

か
し
て
こ
れ
を
弁
護
す
る
必
要
が
有
つ
た
の
で
あ
る
。
坤
上
乾
下
の
卦

は
、
又
と
無
い
好
き
口
実
と
な
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、

こ
れ

が
、
周
の
文
王
の
定
む
る
所

の
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
ま
こ
と
に
も
つ
て
都
合
が
好
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
牽
強
附
会

の
弁
を
も
つ
て
、
女
性
の
武
氏
が
登
極

す
る
こ
と
が
聖
賢
の
予
見
す
る
所

で
あ
つ
た
、
と
、
武
后
が
皇
帝
の
位

に
即
く
こ
と
の
正
当
化
に
大
童
と
な
つ
て
い
る
の
が
経
疏
の
内
容
な
の

で
あ
る
。

二

中
国
史
上
、
王
朝
交
替
の
例
は
少
な
く
な
い
。
李
姓
の
唐
に
対

し
て
、
武
姓
が
と
つ
て
代
る
こ
と
は
、
ま
だ
人
々
の
了
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
武
姓
で
は
あ
つ
て
も
、
高
宗

の
皇
后

で
あ

つ

た
と
し
て
も
、
女
性

の
身
を
も
つ
て
中
国
に
君
臨
す
る
こ
と
は
、
中
国

の
伝
統
が
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
武
后
は
、
中
国
史
上
稀
に
見
る
女
傑

で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
手
腕
は
高
く
評
価
し
て
よ
く
、
当
時
、
彼
女
の

勢
力
は
絶
大
な
る
も
の
が
有

つ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
お
い
て
い
か
に

実
力
が
有
ろ
う
と
も
、
女
主
君
臨
は
天
下
の
常
識

の
認
め
る
所

で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
旧
唐
書
三
七
五
行
志
に

則
天
時
、
新
豊
県
東
南
露
台
郷
、
因
大
風
雨
霊
震
、
有
山
踊
出
、
高
二
百

敦
拍
圧
本

「
大
雲
経
疏
」

の
研
究

(
滋
野
「井
)

三
三

一
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三
三
二

尺
、
有
池
周
三
頃
、
池
中
有
竜
鳳
之
形
、
禾
麦
之
異
、
則
天
以
為
休
徴
、
名

為
慶
山
、
荊
州
人
愈
文
俊
、
詣
閾
上
書
日
、
臣
聞
天
気
不
和
而
寒
暑
隔
、
人

気
不
和
而
疵
贅
生
、
地
気
不
和
而
堆
阜
出
、
今
陛
下
以
女
主
居
陽
位
、
反
易

剛
柔
、
故
地
気
隔
、
其
山
変
為
災
、
陛
下
以
為
慶
山
、
臣
以
為
非
慶
也
、
誠

宜
側
身
脩
徳
、
以
答
天
諮
、
不
然
、
恐
災
禍
至
、
則
天
怒
、
流
干
嶺
南

と
有
る
。
す
な
わ
ち
、
新
豊
県
に
新
山
が
湧
出
し
た
時
、
武
后
は
奇
瑞

と
し
て
慶

こ
ん
だ
が
、
愈
文
俊
な
る
人
物
が
、
天
地
の
気

の
正
常
さ
が

失
な
わ
れ
た
時
に
異
変
が
起
き
る
。
今
、
陛
下
は
女
身
を
も
つ
て
陽
位

に
処
る
と
い
う
よ
う
に
天
地
の
理
法
に
背
い
た
こ
と
を
し
て
居
ら
れ
る

か
ら
、
山

が
湧
出
す
る
、

と
い
う
異
変
が
生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
、

と

直
言
し
て
武
后
の
激
怒
を
買
つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「旧
唐
書
」
三
八
地
理
志
等
に
よ
る
と
、
こ
の
地
変
は
垂
挨

二
年

(六
八
六
)
の
こ
と
で
あ
つ
た
と
知
ら
れ
る
。
武
后
の
臨
駅
を
否
定
す
る

空
気
が
な
お
も
強
く
、
し
か
も
、
そ
の
理
由
が
、
女
性
君
臨
は
天
地

の

理
法
に
背
く
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
武
后
と
し
て
は
痛
い

所
を
衝
か
れ
た
わ
け

で
あ
つ
た
。
中
国

の
伝
統
に
背
い
て
迄
も
中
華
に

君
臨
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
女
主
君
臨
を
正
当
づ
け
る
の
が
是
非
と
も

必
要
で
あ
り
、
最
大
急
務

の

一
つ
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
、
先
ず

「大
雲
経
」
の
女
主
君
臨
の
文
が
最
大
限
に
利
用
さ
れ
た
の

で
あ
り
、

後
に
は

「
宝
雨
経
」
の
中
に
迄
そ
れ
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

(7
)

と
な
る
の
で
あ
る
。
六
九
〇
年

(載
初
元
年
)
七
月
に
「
大
雲
経

(疏
?
)」

が
上
進
さ

れ
、
九
月
壬
午
に
武
后
が
皇
帝
と
称
し
、
国
号
が
唐
か
ら
周

と
改
た
め
ら
れ

(武
周
革
命
)
、
天
授
と
改
元
、
十
月
壬
申
に
天
下
に
大

雲
寺
を
置
く
こ
と
が
詔
さ
れ
、
こ
う
し
た
こ
と
と
井
行
し
て
天
下
の
寺

に
於
い
て

「
大
雲
経
」
を
講
ぜ
し
め
た
こ
と
、
し
か
も

「大
雲
経
」
に

つ
い
て
は
、
万
歳
通
天
元
年

(
六
九
六
)
訳
出
の

「
華
厳
経
」
に
対
す
る

武
后
の
序
文
中
に

「
朕
嚢
劫
植
因
、

吻
承
仏
記
、
金
仙
降
旨
、
大
雲
之

偶
先
彰
云
云
」
と
あ
る
こ
と
や
、

天
授
二
年
に

「
仏
教
が
革
命
に
貢
献

し
た
の
で
、
仏
教
を
も
つ
て
道
教

の
上
に
位
せ
し
め
る
」
と
い
う
詔
に
(8
)

お
い
て

「大
雲
経
が
王
国
の
禎
符
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
言

つ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
経
疏
が
作
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
記
述
か
ら
六
九
〇
年

と
知

ら

れ
、
又
、
撰
者
に
つ
い
て
は
、
武
后
の
内
道
場
に
奉
仕
し
た
懐
義
を
筆

頭
と
す
る
人

々
で
あ
つ
た
と
見
る
の
が

一
般
で
あ

つ
て
、
こ
の
こ
と
に

異
存
は
無
い
が
、
た
だ
、
こ
の
経
疏
が
全
べ
て

で
幾
巻
あ

つ
た
も

の

か
、
・正
式
に
は
何
と
い
う
名
称
で
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な

ろ
う
。
以
下
、
そ
う
し
た
こ
と
ど
も
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と

す
る
。
三

「大
雲
経
」
は
版
に
よ
つ
て
巻
数
が
異
な
る
が
、
大
正
蔵
経
本

で
は
六
巻
か
ら
成
つ
て
お
り
、
本
疏
は
、
六
巻
本
を
も
と
と
し
て
言
え

ば
、
第
四

・
六
巻
の
中
か
ら
、
浄
光
天
女
と
そ

の
過
去

・
未
来
の
こ
と

を
述

べ
る
部
分
を
適
当
に
取
り
上
げ
た
所
を
中
核
に
、
女
性
が
中
国
に

君
臨
す
る
こ
と
が
仏
陀
の
懸
記
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

宣
伝
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
部
分
に
つ
い
て
布
演
し
た
所
の
も
の
で
あ
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る
。
他
の
部
分
、
こ
と
に
巻

一
か
ら
巻
三
の
部
分
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
た
か
と
い
う
に
、
全
く
 (或
は
殆
ん
ど
)
 採
り
上
げ
ら
れ
な
か
つ
た
の

で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
何
故
か
と
云
う
に
、
先
に
も
述

べ
た
如

く
、
敦
燈
本
の
初
め
の
方
に
於
い
て
、
こ
の
疏
が
依
つ
た
所
の

「
大
雲

経
」
が
三
七
健
度
よ
り
成
つ
て
い
る
と
か
、
「
大
雲
経
」
の
名

が
い
か

な
る
所
か
ら
つ
け
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
述

べ
て
い
る
所
か
ら
、
そ

う
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
第

一
-
三
巻
等
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
然
、
よ
り
以
前
に
採
り
上
げ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
第
四
巻
か
ら
登
場
す
る
浄
光
天
女
に
関
す
る

部
分
に
於
い
て
漸
く

「
大
雲
経
」
は
三
七
健
度
よ
り
成
る
と
か
、
大
雲

の
名

の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
る
理
由
は
無
い
わ
け
で
あ
る
。
最
終
的
に

言
う
な
ら
ば
、
「
大
雲
経
」

の
中
か
ら
浄
光
天
女
関
係
の
こ
と
及

び
武

后
の
登
極

に
都
合
の
よ
い
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
て
注
解
を
施
こ
し
た

も
の
が
こ
の
経
疏
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
敦
煙
本
の

説

の
進
め
方
か
ら
推
し
て
、
出
土
本
は
首
尾
を
欠
い
て
い
る
と
は
云
う

も
の
の
、
「大
雲
経
」
か
ら
の
浄
光
天
女
に
関
す
る
引
文
に
対
す

る
注

解
-
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
武
后
登
極
に
対
す
る
弁
護
-

は
、
あ
と
い

く
ば
く
も
無

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
こ
う
し
て
、
現
存
の
部

分
が

一
四
紙
三
七
五
行

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
分
量
的
に
見
て
、
鳩

摩
羅
什
訳

「金
剛
般
若
経
」
よ
り
多
く
、
「
観
無
量
寿
経
」
よ
り
は
少

な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ

つ
て
、

一
巻
本
と
し
て
調
巻
す
る
に
手

頃
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
つ
て
、
本
疏
は
全
体
と
し
て

一
四
紙
を
あ
ま
り
越
え
る
こ
と
な
く
、

一
部

一
巻
十
数
紙
程
度

の
分
量

の
も
の
で
あ

つ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
こ
に

一
つ
注
意
す
べ
き
書
が

浮
か
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
已
に
牧
田
諦
亮
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と

(
9
)

で
あ
る
が
、
「
東
域
伝
灯
目
録
」
上
に

"
大
雲
経
神
皇
授
記
義
疏

一
巻
准

な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
「
東
域
伝
灯
目
録
」
は

一
〇
九
四
年

に
著

わ

さ
れ
た
書

で
あ
る
。
「
東
域
伝
灯
目
録
」
に
於
い
て
は
右

一
巻
本

に

つ

い
て
の
注
記
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
は
判
然
と
し
な
い

が
、
題
名
か
ら
推
す
に
、
「大
雲
経
」
に
基
づ
い
て
、
神
皇
が
仏

の
記

荊
を
受
け
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容

と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
分
量
が

一
巻
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
東
域
伝
灯
目
録
」
に
見
え
る
書
と
、
上
来
述
べ
て
来
た
所
の

「
大
雲

経
疏
」
と
も

「
武
后
登
極
識
疏
」
と
も
仮
称
さ
れ
る
敦
煙
本
と
は
、
同

一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

武
周
時
代
は
七
〇
五
年

の
中
宗
の
復
位
を
も
つ
て
終
り
、
や
が
て
玄

宗
の
開
元
の
盛
世

へ
と
次
第
す
る
。

こ
の
間
、

日
本
と
中
国
と
の
交
渉

は
続
き
、
遣
唐
使
の
往
来
も
数
回
を
数
え
、
入
唐
僧
や
来

日
漢
人
僧
も

少
な
く
は
な
か
つ
た
。
こ
う
し
た
日
唐
交
渉
の
動
き
の
申
に
お
い
て
、

武
周
時
代
に
、
或
い
は
そ
の
後
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
武
周
革
命
の

当
初
に
在
つ
て
は
中
国
に
広
く
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
武
后
登
極
を
弁

護
す
る
書
が
、

口
本
人
の
手
に
入
り
、

日
本

へ
将
来
さ
れ
る
こ
と
は
大

い
に
有
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

敦
燈
本

「
大
雲
経
疏
」

の
研
究

(
滋
野
井
)
 

三
三
三
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敦
煙
本

「大
雲
経
疏
」

の
研
究

(
滋
野
井
)
 

三
三
四

鄙

見

を

述

べ
る

な

ら
ば
、

S

六

五

〇

二
号

の

「
大

雲

経
疏

」

と

は
、

「
大
雲

経
神

皇
授

記
義

疏

」

と
同

じ

も

の

で
あ

り
、

「
大

雲

経

」
全

体

の
注
釈

書

で
は

な
く
、

武

后

の
纂

奪

に

都

合

の

よ

い
部

分

の

み
を
注

解

し
た

も

の

で
あ

つ

て
、

そ

の
裏

に
、

武

后

一
派

の
弱

み

が
秘

め
ら

れ

た

も

の
と
考

え
る

の

で
あ

る
。

1
 

王
重
民
、

敦
煙
古
籍
叙
録
。

王
国
維
、

観
堂
集
林

一
七
 
(
但

し
、
観
堂

集

林
で
は
S
六
五
〇

二
号

で
あ
る

こ
と
を
明
記

し
て
い
な
い
が
、
解
説
内

容

か
ら
、
本
点
と
解

さ
れ
る
)
。
ほ
か

に
、
商
務
印
書
館
発
行

の
敦
煙

遺

書
総
目
索
引
で
は
大
雲
経
と
し
て
い
る
。

2
 

三
階
教
之
研
究
、

第
三
部
附
篇

二
。

3
 

普
賢
菩
薩
説
証
明
経
な
る
も

の
が
敦
燈
石
室

か
ら
出

て
い
る
。
階

の
法

経

の
衆
経
目
録

二
の
衆
経
偽
妄

の
部
に
名
を
載

せ
て
お
り
、

以
後

の
経
録

に

て
も
偽
経
扱

い
さ
れ
乍
ら
も
そ

の
名

が
見
ら

れ
る
。
内
容
は
普
賢
菩
薩

の
威
神
力
、

四
維
上
下

の
九
仏
、

過
去

七
仏

の
功
徳
を
説
く
も

の
で
、
弥

勒

信
仰
と
も
大

い
に
関
係
を
も

つ
も

の
で
あ

る
。

こ
の
経
に
基
づ
い
て
作

ら
れ
た
の
が
証
明
因
縁
識
疏

で
あ

る
。

4
 

大
正
蔵
経

八
五
の
普
賢
菩
薩
説
証
明
経
に
、

こ
れ
に
相
当
す
る
文
章
が

見

え
て
い
る
。

5
 

代
李
敬
業
討
武
氏
激
 
(
全
唐
文

一
九

九
)
。

6
 

旧
唐
書

八
七
襲
炎
伝
。

7
 

拙
稿
、

宝
雨
経
を
め
ぐ
る
若

干

の
考

・察

(
印
度
学
仏
教
学
研
究
二
〇
-

一
)
。

8
 

唐
大
詔
令
集

一
二
二
釈
教
在
道
法
之

上
制
。

9
 

同
博
士
、
申
国
仏
教

に
お
け
る
偽

経
研
究
 (
東
方
学
報

京
都

三
五
)
。
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